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一
九
九
二
年
以
降
、
改
革
開
放

政
策
に
よ
っ
て
中
国
沿
海
部
の
都

市
や
近
郊
の
農
村
で
工
業
化
が
進

み
、
労
働
力
へ
の
需
要
が
高
ま
る

に
つ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
農
村

部
か
ら
出
稼
ぎ
労
働
者
が
大
量
に

流
入
し
た
。
中
国
国
家
統
計
局『
二

〇
〇
九
年
農
民
工
監
測
調
査
報
告
』

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
出
稼

ぎ
労
働
者
の
総
数
は
全
国
で
二
億

二
九
七
八
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
当
館
の
蔵
書
か
ら
中
国

の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
関
す
る
最
近

の
日
本
語
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

　

秦
尭
禹
著
、
田
中
忠
仁
、
永
井

麻
生
子
、
王
蓉
美
訳
『
大
地
の
慟

哭
―
中
国
民
工
調
査
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
農
村

か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
実
態
と

彼
ら
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
経
済
学

者
で
、
香
港
の
管
理
顧
問
会
社
に

勤
め
る
。
本
書
は
、
現
地
調
査
や

雑
誌
・
新
聞
か
ら
の
抜
粋
を
通
し

て
、
労
働
災
害
の
深
刻
さ
、
社
会

保
障
の
欠
如
、
給
料
の
未
払
い
問

題
、
子
弟
の
教
育
問
題
、
結
婚
や

恋
愛
の
悩
み
ま
で
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
が
不

安
定
な
境
遇
で
社
会
的
弱
者
と
し

て
冷
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
え

る
著
者
の
視
点
が
垣
間
見
え
る
。

　

都
市
に
住
む
出
稼
ぎ
労
働
者
が

様
々
な
制
度
差
別
に
出
遭
う
原
因

の
ひ
と
つ
は
、
戸
籍
所
在
地
の
み

な
ら
ず
、
農
民
か
否
か
と
い
う
職

業
、
社
会
的
地
位
ま
で
を
明
ら
か

に
す
る
戸
籍
管
理
制
度
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
の
戸
籍
は

農
業
戸
籍
と
非
農
業
戸
籍
に
二
分

さ
れ
、
非
農
業
戸
籍
保
持
者
に
は

都
市
で
の
住
居
権
、教
育
の
機
会
、

医
療
、
食
料
配
給
等
が
保
障
さ
れ

る
。
一
方
、
農
業
戸
籍
を
持
つ
農

民
は
、
戸
籍
登
録
地
で
の
自
給
自

足
を
求
め
ら
れ
、
わ
ず
か
な
社
会

保
障
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

馮
文
猛
著
『
中
国
の
人
口
移
動

と
社
会
的
現
実
』（
東
信
堂
、
二
〇

〇
九
年
）
は
、
中
国
の
戸
籍
制
度

の
特
徴
と
し
て
、
①
子
の
戸
籍
が

親
に
よ
っ
て
決
ま
る
継
承
性
、
②

社
会
保
障
等
の
有
無
に
よ
る
価
値

性
、
③
人
口
移
動
を
抑
制
す
る
固

定
性
、
④
供
給
物
質
に
よ
る
生
活

レ
ベ
ル
の
等
級
性
を
挙
げ
て
い
る
。

本
書
は
人
口
社
会
学
の
視
点
か

ら
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
生
活
実
態
、

出
稼
ぎ
先
で
あ
る
流
出
地
社
会
に

及
ぼ
す
影
響
を
分
析
し
、
戸
籍
登

録
地
を
変
更
で
き
な
い
流
動
人
口

の
子
弟
教
育
、
社
会
保
障
の
問
題

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

厳
善
平
著
『
農
村
か
ら
都
市
へ

―
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
の
農
民
大

移
動
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
九
年
）

は
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
生
活
苦
や

過
酷
な
就
業
実
態
の
報
告
に
偏
ら

ず
、
人
口
移
動
の
歴
史
と
改
革
開

放
時
代
、
民
工
政
策
、
三
農
問
題

を
総
合
的
に
考
察
し
て
い
る
。
著

者
は
、
就
業
、
社
会
保
障
、
子
供

の
教
育
、
人
権
等
の
問
題
を
指
摘

す
る
一
方
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に

国
務
院
研
究
室
課
題
組
編
『
中
国

農
民
工
調
研
報
告
』
が
中
国
政
府

の
研
究
機
関
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ

と
を
高
く
評
価
し
、
出
稼
ぎ
労
働

者
の
権
益
を
護
り
、
諸
制
度
の
改

革
を
深
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
政

府
の
立
場
が
表
明
さ
れ
た
と
し
て

い
る
。
報
告
に
は
、
権
益
に
関
わ

る
主
な
問
題
と
し
て
、
①
低
賃
金
、

遅
配
、
不
払
い
、
②
法
定
時
間
外

の
残
業
、
③
就
労
環
境
の
危
険
性
、

④
社
会
保
障
制
度
の
不
適
用
、
⑤

子
女
教
育
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
園
田
茂
人
著
『
不
平
等

国
家
中
国
―
自
己
否
定
し
た
社
会

主
義
の
ゆ
く
え
』（
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
社
会
的

資
源
の
不
均
等
な
分
配
状
況
を
説

明
す
る
階
層
論
的
観
点
か
ら
、
学

歴
社
会
、
都
市
・
農
村
間
格
差
、

男
女
格
差
、都
市
中
間
層
等
、様
々

な
社
会
格
差
を
概
観
し
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
出
稼
ぎ
労
働
者

の
多
く
は
低
学
歴
で
、
都
市
の

3
Ｋ
労
働
に
従
事
す
る
が
、
都

市
内
部
の
階
層
分
化
で
生
じ
た
都

市
の
低
所
得
層
と
利
害
が
重
な

り
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
権
利
保
護

に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、
彼
ら
の
子
弟
に
対
す
る
義
務

教
育
の
問
題
は
深
刻
で
、
第
二
世

代
が
誕
生
す
る
な
か
、
急
を
要
す

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

南
亮
進
、
牧
野
文
夫
、
羅
歓
鎮

著
『
中
国
の
教
育
と
経
済
発
展
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
八

年
）
は
、
教
育
と
経
済
の
相
互
依

存
関
係
に
着
目
し
、
教
育
問
題
に

対
す
る
経
済
学
的
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
特
に
第
四
部
で
民
工
子
弟

学
校
を
取
り
上
げ
、
都
市
住
民
と

出
稼
ぎ
労
働
者
の
教
育
格
差
を
論

じ
て
い
る
。民
工
子
弟
学
校
と
は
、

政
府
の
許
可
な
し
に
出
稼
ぎ
労
働

者
が
設
立
、
運
営
し
て
い
る
無
認

可
学
校
で
近
年
増
加
し
て
い
る
。

　

出
稼
ぎ
労
働
者
の
子
女
教
育
に

つ
い
て
、
植
村
広
美
著
『
中
国
に

お
け
る
「
農
民
工
子
女
」
の
教
育

機
会
に
関
す
る
制
度
と
実
態
』（
風

間
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
地

域
研
究
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い

る
。
本
書
に
よ
る
と
、
義
務
教
育

制
度
は
戸
籍
制
度
と
連
動
し
て
お

り
、
戸
籍
登
録
地
を
離
れ
た
子
女

に
は
都
市
で
の
教
育
機
会
が
保
障

さ
れ
て
い
な
い
。
民
工
子
弟
学
校

の
中
に
は
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
出

身
地
政
府
の
分
校
、
ま
た
は
出
稼

ぎ
先
政
府
に
よ
る
指
導
や
監
督
の

下
に
運
営
さ
れ
る
学
校
も
あ
る

が
、
子
供
の
教
育
と
い
う
切
実
な

問
題
に
対
し
、
行
政
に
頼
ら
ず
自

ら
対
策
を
講
じ
た
経
緯
が
あ
る
と

い
う
。制
度
上
の
差
別
で
経
済
的
、

社
会
的
地
位
の
向
上
が
困
難
な
出

稼
ぎ
労
働
者
に
と
っ
て
、
大
学
進

学
は
貧
困
層
を
抜
け
出
す
唯
一
の

手
段
で
あ
り
、
こ
れ
が
子
女
教
育

に
意
欲
的
な
理
由
で
あ
る
と
著
者

は
見
て
い
る
。
多
く
の
子
女
も
生

活
向
上
の
た
め
、
上
級
学
校
へ
の

進
学
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
。
著

者
は
、
彼
ら
の
努
力
に
見
合
う
教

育
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

　

本
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

中
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
つ
い

て
、
山
口
真
美
研
究
員
に
よ
る
現

地
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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参
照
。）
こ
れ
ら
の
資

料
に
見
る
現
実
は
厳
し
い
が
、
段

階
的
改
善
を
期
待
し
た
い
。
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